
　
募
集
さ
え
す
れ
ば
学
生
が
集
ま
る
時

代
は
終
わ
っ
た
。
志
願
者
減
時
代
の
今

後
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
自

学
の
教
育
を
「
売
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
」

に
し
な
け
れ
ば
、
望
む
よ
う
な
質
と
量

の
学
生
を
確
保
で
き
な
く
な
る
だ
ろ

う
。
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
自
学
の
現
状
を

把
握
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
て
戦
略

を
立
て
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
こ
と
が
重

要
だ
。

　
取
材
し
た
大
学
に
共
通
し
て
い
た
の

が
、
迅
速
か
つ
詳
細
な
現
状
把
握
と
学

内
共
有
の
徹
底
だ
。例
え
ば
東
洋
大
学
。

ま
ず
3
月
中
に
入
試
方
式
×
学
科
別
お

よ
び
競
合
大
の
結
果
、
重
点
校
か
ら
の

入
学
状
況
等
も
含
め
た
詳
細
な
入
試
結

果
デ
ー
タ
集
を
ま
と
め
、
並
行
し
て
各

学
部
と
課
題
の
す
り
合
わ
せ
と
調
整
を

行
う
。
そ
の
う
え
で
４
月
に
入
試
委
員

会
に
報
告
、
こ
の
時
点
で
次
年
度
の
方

針
を
発
表
、承
認
を
得
て
い
る
と
い
う
。

「
入
試
施
策
の
原
点
は
、
正
確
な
現
状

把
握
。本
学
の
よ
う
に
競
合
が
多
い
と
、

入
試
結
果
は
他
大
学
の
施
策
や
隔
年
現

象
な
ど
複
合
的
な
要
因
で
決
ま
る
。
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
が
大
前
提
。
そ

れ
を
全
学
で
包
み
隠
さ
ず
共
有
し
、
結

果
が
出
て
い
な
い
学
科
に
は
、
募
集
人

員
の
見
直
し
や
合
格
ラ
イ
ン
の
順
守
を

求
め
る
。
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
提

案
で
あ
れ
ば
、
教
授
会
の
理
解
、
協
力

も
得
や
す
い
」（
加
藤
建
二
入
試
部
長
）。

　
千
葉
商
科
大
学
は
、
入
試
の
デ
ー
タ

（
入
試
区
分
、
出
願
時
期
、
高
校
で
の

評
定
な
ど
）
と
、入
学
後
の
デ
ー
タ
（
Ｇ

Ｐ
Ａ
、
単
位
修
得
や
資
格
取
得
、Ｐ
Ｂ

Ｌ
参
加
状
況
な
ど
）
を
連
携
し
、
分
析

結
果
を
Ｉ
Ｒ
、
教
務
、
キ
ャ
リ
ア
等
の

部
署
と
共
有
。
成
長
す
る
学
生
が
多
い

入
試
の
枠
を
拡
大
、
そ
う
で
な
い
入
試

は
縮
小
、
廃
止
し
て
き
た
。
ポ
イ
ン
ト

は
「
採
り
た
い
人
を
採
る
入
試
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
づ
く
り
」
だ
と
言
う
。
そ

の
結
果
、
退
学
率
の
減
少
、
偏
差
値
の

上
昇
な
ど
成
果
が
顕
著
に
出
て
お
り
、

昨
今
は
付
属
校
か
ら
の
志
望
者
も
増

え
、
千
葉
商
科
大
学
に
入
り
た
い
か
ら

付
属
校
に
入
る
生
徒
も
増
加
し
、
学
園

全
体
の
募
集
も
好
転
し
て
い
る
。

　
欲
し
い
の
が
「
自
学
の
教
育
で
成
長

し
や
す
い
学
生
」
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

入
試
結
果
の
詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
と
そ

の
分
析
を
行
い
、
早
急
に
全
学
で
共
有

し
た
い
。
そ
の
う
え
で
入
試
デ
ー
タ
と

入
学
後
の
デ
ー
タ
を
連
結
し
入
試
方
式

別
に
在
籍
状
況
を
把
握
す
る
体
制
、
し

く
み
を
つ
く
ろ
う
。

【図表２】データ活用５つのポイント

データの活用  学生募集

①

②

③

④

⑤

 指標とするデータは、自学の方針と連動しているか

 自学だけでなく、他大学と比較しているか

 学内データだけでなく、外部データも活用しているか

 模試の志望動向を、逐次確認しているか

 学内で学生募集データを共有しているか

　18歳人口減、年内入試の市場拡大、高校生の安全志向や地
元志向…。ここ最近入試結果が思わしくない大学の多くは、受験
市場の構造変化に頭を悩ませる入試広報部と、かつての右肩上
がりの市場イメージを引きずる執行部との間に、認識のズレがある
ように思います。受験者数が減り、広報予算が減っているのに、
「志願者数を増やせ」「偏差値を上げろ」は無理な話。次に挙げる
５つのポイントに沿ってデータに基づく現状認識を現場と執行部が
共有したうえで、地に足の着いた目標を設定する必要があります。
①自学の方針に沿う指標を選ぶ
　とにかく延べ志願者数を増やすのか、入学者数を増やすのか、
数よりも質を重んじるのか、方針によって指標は異なります。指標
がなければ入試の成否は語れませんから、執行部と入試広報部で
認識を一致させることが最重要です。数字のインパクトによる広報
効果を狙うなら延べ志願者数、志望度の高い学生を増やすなら入
学率や入学後の中退率などが指標になるでしょう。
②自学比より他学比で課題把握
　多くの大学では前年度比や他学部比を気にしますが、見るべき
は他大学との差です。例えば、自学の国際系学部の志願者数が
前年より10％減ったとき、他大学の国際系学部はどうなのか。どの
大学も同程度減少しているなら自学の施策ミスというより市場動
向です。他大学は20％以上減少しているなら、自学の施策はむし
ろ健闘したと考えられます。全国、エリア、学力層など、市場の動向
を確認し、自学のデータを相対的に捉えてください。
③学内データ＋外部データも併せて見る
　②で述べたことを実行するためにも、学内保有のデータだけでな
く、市場全体の動向がわかる外部データ（民間企業が収集した模
試の志望動向や入試動向）もセットで見るべきです。特に今はコロ
ナ前と比べ、ОＣの実施策が異なるなど、学内データだけでは過年

度比較がしにくい状況です。外部デー
タなども併せて分析してみましょう。
④年度内リカバリー策は模試の志望動向を参考に
　模試の志望動向は、その年の予測にも使えます。入試結果が
悪く、それが模試の動向どおりだったとしたら、せっかくのデータを活
用しきれなかったということかもしれません。なお模試に限らず、数
人、数十人単位のデータは変動が大きく、傾向を読むには不向きで
す。学部等、ある程度大きな母集団の分析に活用してください。
⑤全学にデータを共有する
　入試広報部がデータを把握し、危機感を持ったとしても、執行部
や学部上層部だけでなく学生を教育する教員がそれを知らなけれ
ば、入試も教育もうまくいきません。エビデンスに基づいた施策立案
と意思決定、そして、厳しい学生募集を打開するための施策への
理解と協力を得るためには、詳細な入試結果を全学に共有するこ
とが必須です。
　この数年、18歳人口の下げ止まり、入学定員の厳格化などが
助け舟になっていた大学も、市場が縮小する今後は、小手先の施
策では太刀打ちできません。５、10年後に獲得したいポジション、そ
のために行うべき学生募集の形を見据えるための、学内の共通言
語となるのがデータだと言えます。

自学に合う学生募集のための
データ活用５つのポイント

現場と執行部の認識ギャップを
データで埋め、効果的な施策を

ターゲットの
設定

現状把握

学内に
データを
共有するしくみ

狙いを絞った
入試広報施策

高校との
関係づくり

ポイント 実例

□自学の教育にマッチし、かつ自学が市場で
めざすポジションに合う学生のペルソナ（成
績、資質、活動履歴等）や重点高校、重点エ
リアを特定する

□入試結果の前年比に一喜一憂するので
はなく、競合や上位大学、エリア内や全国の
動向と比較し、課題を把握
□入試方式別のデータを出し、成否を判断
する。学力、出身高校、志願者数のほか、入
学率、入学後の修学状況、就職先などの追
跡調査データともかけ合わせるとよい

□データや事実は包み隠さず、各部、学部・
学科、法人向けに、早期に、頻度高く共有す
る。必要な施策、改革に対する協力体制を
築くベースとなる

▶毎年３月に200ページもの入試結果データ集をまとめ、４月
に入試委員会で報告。委員会には理事長以外の役職者ほ
ぼ全員が参加し、次年度の方針を確認【東洋大学】
▶入試期間中は、データを毎日、学長、副学長、学部長、学科
長にメールで報告。入試後、確定データを教授会や総務会、
広報委員会で共有。それを基に、学科の広報委員が各学科
の教員に共有する【新潟医療福祉大学】
▶入試結果だけでなく、模試の志望動向も他学の動向と比
較しながら学内に共有。「このポジションでいいのか」と意識
改革を図っている【岐阜協立大学】

▶「出身高校偏差値」「評定平均」「退学率」の３要素の関
係を分析。「この偏差値帯の高校であれば、評定平均が3.5
以上あれば退学率が低い」といった傾向を出して、年内入試
の募集ターゲットを選定している【千葉商科大学】

▶各学科の入試方式別の結果、全学共通入試の合格最低
点、合格者の高校ランクなどを一覧化するほか、競合大の入
試結果なども併せて分析、課題のある入試方式や学科を“見
える化”する【東洋大学】
▶１年間の学生募集データを、100ページほどのデータ集に
まとめ、各施策の成否を検証し、次の施策を練るエビデンスに
している。前例踏襲はしない【岐阜協立大学】

▶ターゲットは女子高生だけに絞り、彼女らが「こうなりたい」
と憧れるロールモデル「コミュニケーション力が高い学生」が
主体的に活動する広報施策でファン・マーケティングの展開と
コミュニケーション力重視の入試実施【戸板女子短期大学】
▶学部のめざす教育を実現しやすい学生を採る入試を戦略
的に実施し、小さく始めて時間をかけて拡大。例えば経済学
科の数学必須入試は2011年度スタート時は入学者の
3.9%、2021年度入試では81%に【東洋大学】

▶入試結果（合否やスカラシップの採否）は、発表当日に生徒
の在籍高校に共有。入学手続き後は、入学前教育の取り組
み状況、１・３年次のアセスメントテストの評価などを共有し、逐
次、入学者の成長が見えるようにしている【岐阜協立大学】
▶対面型の高校訪問を積極的に行い、特に高校生が望む
入試形態を把握。定性データとして蓄積し、新たな入試の開
発に生かす。学内を説得する際のエビデンスとしても活用
【千葉工業大学】

□限られたリソースで成果を上げるには、広
報施策の選択と集中が必要。効果の高い
施策を見極め、明確な狙いを持って実施する
□新しい入試は小さく始め、結果（狙い通り
の学生の獲得状況、入学後の状況はどうか）
に基づき、徐々に拡大、縮小、入れ替えを行
い、望ましい入試へと育てていく

□高校の進路指導の実態を知る
□特に高校教員による受験生の進路決定
に対する関与度が高い地方部においては、
高校のニーズに合う情報提供や高大接続
事業により、信頼関係をつくる

【図表1】学生募集に役立てるデータの活用例 

特集  みんなで考える！ 志願者減時代の学生募集

志
願
者
減
時
代
の
デ
ー
タ
活
用
の
秘
訣
は
？

Q
仁科 佑一

（株）ベネッセコーポレーション
高大接続戦略部

にしなゆういち●（株）ベネッセコーポ
レーション高校事業部関東支社営業、
（株）進研アドを経て、2022年４月より
現職。大学・高校での講演経験多数。

POINT
デ
ー
タ
の
把
握
と
連
携
、共
有

が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
第
一
歩
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＊取材を基にまとめ


